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場 所：愛媛県大洲市肱川町山鳥坂（肱川水系肱川）

目 的：洪水調節（肱川の洪水防御）

流水の正常な機能の維持

■洪水調節機能の増強 →トンネル洪水吐新設、クレストゲート改造

■不特定用水の補給 →選択取水設備、低水放流設備

■貯水池水質改善 →曝気循環装置

呑口ゲート

吐口ゲート室

減勢工

呑口ゲート
呑口立坑

トンネル洪水吐新設
【内径：11.5m  延長：457ｍ】

取水塔

選択取水設備
【連続サイフォン式：１式】

クレストゲート改造
【ゲート改良：4門】

完成イメージパース

曝気装置

事業概要

曝気循環装置

低水放流設備

イメージ模型
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鹿野川改造事業工程
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鹿野川ダム改造事業の概要 （事業経過）
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鹿野川ダム改造事業の概要
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鹿野川ダム改造事業の概要
令和元年8月15日放流状況（510m3/s）
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鹿野川ダム

鹿野川ダム改造事業の完成
【治水容量740万m3増強】

野村ダムのより多くの容量を確保
【利水容量の一部を治水に活用】

鹿野川ダム改造事業完成に伴い、野村ダム・鹿野川ダムの操作規則は令和元年6月6日に変更しました。

東大洲暫定堤防の整備（0.7ｍ嵩上げ）
【鹿野川増放流850m3/s→1150m3/s】

現況堤防

H30年度
暫定嵩上げ（0.7m）

概ね５年（激特事業）
での嵩上げ（2.9m)
（完成堤防）

前 提 条 件

操作イメージ図

t

Q

600m3/s

流下量増加は東大洲が

溢れない850m3/s

600m3/s

流入量

貯留量が現行の洪水調節容量の4割

（660万m3）に達した時点で流入量が

増加している場合は流下量を増加

流下量増加は東大洲が

溢れない1,150m3/s

貯留量が改造後の洪水調節容量の4割

（950万m3）に達した時点で流入量が

増加している場合は流下量を増加

：ダムへの流入量
：旧操作の流下量
：新操作の流下量

※破線は、ダムの容量が満杯になる
ことが想定される場合の流入量及び
流下量（異常洪水時防災操作）

野村ダム

Q

300m3/s

t

最大1,000m3/s

300m3/s

流入量

貯留量が現行の洪水調節容量

の4割（140万m3）に達した

時点で流入量が増加している

場合は流下量を増加
流下量増加は東大洲が

溢れない400m3/s

((流入量-300）×0.79

＋ 300）m3/s

野村ダム・鹿野川ダムの新操作規則
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旧操作（～Ｈ８） 現操作 変更後旧操作（～Ｈ８） 現操作 変更後

平成16年洪水 平成30年洪水平成17年洪水 平成23年洪水

・流域全体に300mm超の降雨
・特に本川上流域に600mm超の降
雨

・肱川上流域に200mm超の降雨
・特に小田川上流域で300mm超の
降雨

・流域全体に200mm超の降雨
・特に小田川上流域で400mm超の
降雨

・肱川上流域に200mm超の降雨
・特に小田川上流域で300mm超の
降雨

降

雨

の

特

徴

浸

水

軽

減

効

果

イ

メ

ー

ジ

地区

野村

肱川

菅田

東大洲

操

作

規

則

変

遷

ダム流入量ピーク

ダム放流量

ダム流入量

流量

1500m3/s

600m3/s

2750m3/s

鹿野川ダム

ダム流入量ピーク

ダム放流量

ダム流入量

流量

時間

1000m3/s

500m3/s

1300m3/s

1,500m3/s

600m3/s

2,750m3/s

600m3/s

850m3/s

500m3/s

1,000m3/s

1,300m3/s

300m3/s

400m3/s

野村ダム

現操作 変更後

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から溢れる
（160世帯）

軽減
（100世帯）

本川から
溢れない

本川から
溢れない

現操作 変更後

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から溢れる
（160世帯）

軽減
（100世帯）

本川から溢れる
（10世帯）

本川から
溢れない

現操作 変更後

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から
溢れない

本川から溢れる
（150世帯）

軽減
（100世帯）

本川から
溢れない

本川から
溢れない

現操作 変更後

本川から溢れる
（650世帯）

大幅に軽減
（40世帯）

本川から溢れる
（160世帯）

大幅に軽減
（50世帯）

本川から溢れる
（460世帯）

軽減
（330世帯）

本川から溢れる
（3020世帯）

大幅に軽減
（220世帯）

※野村ダムの容量（現操作： 【H30洪水】350万m3＋事前放流250万m3、【H30洪水以外】350万m3、変更後：350万m3＋事前放流250万m3） 鹿野川ダムの容量(現操作：1,650万m3、変更後：2,390万m3)
※河道：H31河道（現操作・変更後ともに暫定堤防0.7ｍ嵩上げ）
※肱川地区（鹿野川ダム直下から小田川合流点まで）、菅田地区（大川から菅田まで）、東大洲（柚木から長浜まで）
※浸水軽減効果イメージは、シミュレーションから算出された浸水世帯数に基づくものであり、実際の浸水世帯数と異なる場合がある。

野村ダム・鹿野川ダムの新操作規則の効果

ダム流入量ピーク

ダム放流量

ダム流入量

予備放流

4割容量（E.L 84.0mまでの容量）

4～8割容量（E.L 84.0～87.5mの容量）

残2割容量（E.L 87.5～89.0mの容量）

4割容量（E.L 167.mまでの容量）

4～8割容量（E.L 167.9～169.4mの容量）

残2割容量（E.L 169.4～170.2mの容量）

ダム放流量

ダム流入量ピーク

ダム流入量
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鹿野川ダム改造事業 完成式

【くす玉開披】

【安楽寺陣太鼓】 【鹿野川ダム見学会】 【鹿野川ダム見学会】 7

日 時：令和元年6月9日(日)
場 所：大洲市肱川町予子林 風の博物館 ２階ホール


